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非正規労働の現状と課題

塚　原　　　正 

①　産業構造のサービス化やグローバル化に伴う競争の激化、働く者の意識の多様化などに
より、いわゆる非正規労働者が増加し、今や労働者のうち 3割を超えるまでになっている。
従来、非正規労働者の主な雇用形態は家計収入の補助的なものとして行われることが多
かった主婦のパートタイマー等であったが、昨今では若年層から高年齢層に至るまで多様
な働き手が多様な雇用形態で働いている。

②　リーマン・ショック後の景気後退局面においては、正規労働者、非正規労働者ともに減
少したが、特に非正規労働者の減少幅が大きかった。近年、非正規労働者の増加とともに
会社都合による離職者のうち非正規労働者の占める割合が高まる傾向にあり、経済変動や
生産量の変動に対応した雇用量の調整機能を非正規労働者が担わされるようになってきて
いる。

③　また、非正規労働者の中には正規労働者とその勤務実態において何ら異なるところがな
いにもかかわらず賃金等の待遇面で格差が生じていると考えられ、教育訓練機会の面にお
いても正規労働者に比べ低調なものとなっている。

④　変化の激しい時代、必要な人材をすべて企業内部で確保することは困難であり、外部労
働市場から確保せざるを得ず、その整備が必要になってくる。そのとき労働者の雇用リス
クは誰が担うのか。今まで企業が担ってきた能力開発は誰が担っていくのか。個人かある
いは社会か。さらに待遇の格差はどの程度なら公正・妥当と言えるのか。今後検討してい
く必要がある。

⑤　検討に当たっては、非正規労働者の多様性ということを念頭に置き、正規労働者をも含
めた雇用制度全体を見据えての議論が求められる。雇用の安定は社会の安定にとり、極め
て重要な事柄である。また、教育訓練機会の減少は生産性低下への懸念だけでなく低賃金
労働者と高賃金労働者の二極化を促進し、社会の不安定要因になることが懸念され、我が
国として、こうした事態はぜひとも避けねばならないと考える。
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非正規労働の現状と課題

経済産業調査室　　塚原　　正
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はじめに

　2次産業主体の産業構造からサービス業を主
体とする3次産業へ産業構造が変化するに従い、
求められるサービスへの需要は季節により、あ
るいは同じ日でも時間帯により変化することか
ら、こうした需要の変化に対応した働き方が求
められるようになってきた。一方、サービスを
提供する労働者側においても一日中働くことよ
りも都合の良い時間帯のみ働くことや長期にわ
たり同じ企業で働くのではなく、自分の持って
いる技能を期間を限って企業で生かしていく働
き方を望む者など働く側の意識も多様化してき
た。それらの結果、パートタイマーやアルバイ
ト、派遣労働者などのいわゆる非正規労働者が
増加し、今や労働者に占めるその率は 3割を超
えるまでになってきている。
　従来、非正規労働者と言った場合、その主な
雇用形態は主婦のパートタイマーや学生のアル
バイトが大半であり、家計収入の補助的なもの
として行われることが多かった。しかし、昨今
では非正規労働者の中には世帯の家計を主に支
える者もおり、こうした労働者がいったん失業
すると家計が立ち行かなくなる事態にも至る状
況となってきている。
　リーマン・ショック後、大きな社会問題にも
なった「派遣切り・雇止め」など非正規労働者
の「雇用の安定」にかかる問題や昨今の学生の
厳しい就職状況など「雇用」を取り巻く様々な
問題が現在の我が国に突きつけられている。
　戦後の経済成長期、我が国は右肩上がりの経
済成長を前提とした終身雇用、年功序列的賃金
という雇用システムにより雇用の安定を図ると
ともに、社会の安定をも図ってきた。しかし、

現在、我が国は、景気の先行きが見通せない状
況が続くなかグローバル化の進展や少子高齢化
という大きな社会・経済状況の変化に直面し、
多くの制度・システムが変革を迫られており、
雇用システムもその例外ではない。
　今後の雇用システムを議論していくうえで必
要になる非正規労働の現状と課題について各種
の統計調査の結果等に基づき、まとめることと
する。

Ⅰ　非正規労働者とは

　非正規労働者について定まった定義というも
のはなく、通常、雇用期間の定めがなく，フル
タイムで働き、企業から直接雇用されている者
を正規の労働者とし、それ以外の労働者をいわ
ゆる非正規の労働者としている。我が国におい
ても労働関係の統計調査を扱っている各省によ
り、前提となる雇用形態についての定義が異
なっている。
　いわゆる非正規労働者を対象として調査して
いる代表的な統計調査としては、厚生労働省の
「就業形態の多様化に関する総合実態調査」と
総務省の「労働力調査」がある。
　「就業形態の多様化に関する総合実態調査」
は、正社員及び正社員以外の労働者のそれぞれ
の就業形態について、事業所側、労働者側の双
方からの意識的な面を含めて把握することで、
多様な就業形態に関する諸問題に的確に対応し
た雇用政策の推進に資することを目的に実施さ
れている。
　調査は、日本標準産業分類（平成 19 年 11 月改
定）に基づく 16 大産業に属し、5人以上の常用
労働者（1）を雇用する民営事業所のうち、無作為
に抽出した事業所及び調査対象事業所において

（1）　常用労働者…「就業形態の多様化に関する総合実態調査」においては、下記いずれかに該当する者。
ア　期間を定めずに、又は 1 か月を超える期間を定めて雇用される者。
イ　日々雇われている者又は 1 か月以内の期間を定めて雇用されている者で、8 月及び 9 月（10 月 1 日時点の現況調
査の場合）の各月に各々 18 日以上雇われた者。
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就業している労働者のうちから、就業形態別に
無作為に抽出した労働者を対象としている。
　この調査で対象とする労働者には、調査対象
事業所で雇用されている者のほか、派遣労働者
や出向社員（派遣労働者は派遣元事業所から派遣
されてきている者、出向社員は他の事業所から出向

してきている者とする。）を含んでいるが、請負
労働者は含まない。
　また、この調査では、労働者を 8つの就業形
態に区分しており、「正社員」のほか、「契約社
員」、「嘱託社員」、「出向社員」、「派遣労働者」、「臨
時的雇用者」、「パートタイム労働者」、「その他」
を合わせて「正社員以外の労働者」と定めてい
る。
① 正社員…雇用している労働者で雇用期間の定
めのない者のうち、パートタイム労働者や他
企業への出向などを除いた、いわゆる正社員。
② 契約社員…特定職種に従事し、専門的能力の
発揮を目的として雇用期間を定めて契約する
者。
③ 嘱託社員…定年退職者等を一定期間雇用する
目的で契約し、雇用する者。
④ 出向社員…他企業より出向契約に基づき出向
してきている者。出向元に籍を置いているか
どうかは問わない。
⑤ 派遣労働者…労働者派遣事業の適正な運営の
確保及び派遣労働者の就業条件の整備に関す
る法（昭和 60 年法律第 88 号、以下「労働者派遣法」
という。）に基づき派遣元事業所から派遣され
てきている者。なお、調査対象事業所が労働

者派遣事業を行っている場合、派遣労働者と
して雇用している労働者についてはその事業
所での調査対象としない。
⑥ 臨時的雇用者…臨時的に又は日々雇用してい
る労働者で、雇用期間が 1か月以内の者。
⑦ パートタイム労働者…正社員より 1日の所定
労働時間が短いか、1週間の所定労働日数が
少ない労働者で、雇用期間が 1か月を超える
か、又は定めのない者。
⑧ その他…①～⑦以外の労働者で雇用している
者。（正社員と 1日の所定労働時間と所定労働日
数がほぼ同じで、パートタイム労働者その他これ

に類する名称で呼ばれる者を含む）
　この調査の「正社員以外の労働者」の概念を、
①労働契約が期限の定めがあるかないか、②労
働時間がフルタイムかパートタイムか、③勤務
先の事業主に直接雇用されているか、間接雇用
かという 3つの観点から整理したものが図 1で
ある。
　短時間労働者の雇用管理の改善等に関する法
律（平成5年法律第76号、以下「パートタイム労働法」
という。）第 2条では、パートタイム労働者（短
時間労働者）を、一週間の所定労働時間が同一
の事業所に雇用される通常の労働者の一週間の
所定労働時間に比して短い者と定義づけている
が、昨今では非正規労働の実態も多様化してき
ており、パートと呼ばれている人々にもフルタ
イムで働いている人々がいる。
　総務省が実施している「労働力調査」は、我
が国における就業及び不就業の状態を明らかに

図 1　正社員以外の労働者の区分・整理のイメージ

雇用関係 雇用期間
労働時間 雇用期間の定めなし 雇用期間の定めあり

直接雇用

正社員と
同じ 出向社員 契約社員

嘱託社員正社員より
短い パートタイム

労働者

間接雇用
正社員と
同じ 派遣労働者正社員より
短い

（出典）厚生労働省「平成 22 年就業形態の多様化に関する総合実態調査　調査の概要」<http://
www.mhlw.go.jp/toukei/list/5-22a.html> を基に筆者作成
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することを目的に、我が国に居住している全人
口から選定された世帯及び世帯員を対象として
実施されている。
　この調査では、雇用形態として、会社・団体
等の役員を除く雇用者（2）について、勤め先での
呼称によって、「正規の職員・従業員」、「パート」、
「アルバイト」、「労働者派遣事業所の派遣社員」、
「契約社員・嘱託」、「その他」の 6つに区分し、「正
規の職員・従業員」以外の 5区分をまとめて、「非
正規の職員・従業員」としている。
① 正規の職員・従業員は勤め先で一般職員ある
いは正社員などと呼ばれている人。
② パート、アルバイトは、就業の時間や日数に
関係なく、勤め先で「パートタイマー」「ア
ルバイト」又はそれに近い名称で呼ばれてい
る人。
③ 労働者派遣事業所の派遣社員は、労働者派遣
法に基づく労働者派遣事業所に雇用され、そ
こから派遣される人。
④ 契約社員は、専門的職種に従事させることを
目的に契約に基づき雇用され、雇用期間の定
めのある人。
⑤ 嘱託社員は、労働条件や契約期間に関係なく、
勤め先で「嘱託社員」又はそれに近い名称で
呼ばれている人。
⑥ 「その他」①～⑤以外の人。

Ⅱ　非正規労働者の推移

　「平成 22 年労働力調査（詳細集計）」（以下「労
働力調査」という。）によると平成 22 年平均の雇
用者数（役員を除く）は 5111 万人で、このうち
正規の職員・従業員は前年比 25 万人減の 3355
万人、非正規の職員・従業員は前年比 34 万人
増の 1755 万人となっている。（図 2）

　これを男女別にみると男性の正規の職員・従
業員は前年比 25 万人減の 2309 万人、非正規の
職員・従業員は前年比 12 万人増の 539 万人と
なっている。女性の正規の職員・従業員は前年
同数の 1046 万人、非正規の職員・従業員は前
年比 22 万人増の 1218 万人となっている。
　近年、正規の職員・従業員は減少傾向にある
が、非正規の職員・従業員は増加しており、雇
用者（役員を除く）に占める非正規の職員・従
業員の率は 34.3% と高水準に達している。これ
を男女別にみると男子では非正規の職員・従業
員の占める割合が、かつては 10% に満たない
ものであったが現在では18.9%に増加している。
また、女子でも増加の一途をたどり現在では
53.8% と正規の職員・従業員を上回る状況となっ
ている。
　次に非正規の職員・従業員の雇用形態別の内
訳をみると、約半数の 48.3% はパートであり、
アルバイト 19.7%、契約社員・嘱託 18.8%、派
遣労働者は 5.5% となっている。パート・アル
バイトや契約社員・嘱託では増加しているが、
労働者派遣事業所の派遣社員は減少している。
　非正規の職員・従業員の雇用期間については、
特に期間の定めがないあるいは 1年以上の雇用
期間の定めがある「一般常雇」の割合が大きく
増加しており、雇用契約期間が1年未満の「臨時・
日雇」の占める割合が増加しているものではな
い。
　こうした非正規労働者の状況について、｢平
成 22 年就業形態の多様化に関する総合実態調
査｣（以下「就業形態調査」という。）から事業所
調査、個人調査の別にみると、以下の結果が示
されている。
［事業所調査］
　正社員以外の労働者がいる事業者は 77.7% と

（2）　「労働力調査」では、雇用者を会社、団体、官公庁又は自営業主や個人家庭に雇われて給料、賃金を得ている者及び
会社、団体の役員とし、「常雇」「臨時雇」「日雇」の 3 つに区分し、このうち「常雇」は「役員」と「一般常雇」を合
わせたもので、「役員」は会社、団体、公社などの役員（会社組織になっている商店などの経営者を含む。）。「一般常雇」
は 1 年を超える又は雇用期間の定めのない契約で雇われている者で「役員」以外の者。また、「臨時雇」は 1 か月以上
1 年以内の期間を定め雇われている者。「日雇」は日々又は 1 か月未満の契約で雇われている者を表す。
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なっており、就業形態別にみるとパートタイム
労働者がいる事業所が 57.0% と最も高く、嘱託
社員では 15.3%、契約社員では 13.8%。派遣労
働者では 9.5% の順になっている。派遣労働者
のいる事業所の割合は低下している一方、契約
社員・嘱託社員がいる事業所の割合は増加して
いる。
　パートタイム労働者がいる事業所はおおむね
どの産業でも高い割合となっているが、中でも
宿泊業、飲食サービス業では 86.0% と最も高く
なっている。それ以外の就業形態では、嘱託社
員は、電気・ガス・水道業、運輸業、郵便業で
高く、契約社員は教育、学習支援、情報通信で、
派遣労働者は情報通信業、金融業、保険業で高
くなっている。
　前回調査（平成 19 年）と比べ、正社員以外の
労働者比率について「ほとんど変わらない」と
する事業所が 69.3%、「上昇した」とする事業所
が 10.3%、「低下した」とする事業所が 17.3% と
なっている。

　正社員以外の労働者を活用する理由は、「賃
金の節約のため」が 43.8%、「1日、週の中の仕
事の繁閑に対応するため」が 33.9%、「賃金以
外の労務コストの節約のため」が 27.4% の順と
なっている。就業形態別にみると、契約社員で
は「専門的業務に対応するため」が 41.7% で最
も高く、次いで「即戦力・能力のある人材を確
保するため」が 37.3%、「賃金の節約のため」が
30.2% となっている。派遣労働者では「即戦力・
能力のある人材を確保するため」が 30.6% と最
も高く、次いで「専門的業務に対応するため」
が 27.0%、「景気変動に応じて雇用量を調整する
ため」が 24.7% となっている。また、パートタ
イム労働者については「賃金の節約のため」が
47.2%、「1 日、週の中の仕事の繁閑に対応する
ため」が 41.2%、「賃金以外の労務費の節約のた
め」が 30.8% となっている。
［個人調査］
　職種ごとに正社員以外の労働者が占める割合
が高い職種をみると「サービスの仕事」では

図 2　正規労働者と非正規労働者の推移

2010 2002

2010 12

（出典）厚生労働省「非正規労働者データ資料　2-2　正規労働者と非正規労働者の推移」（第 1回非正規雇用のビジョンに関する懇
談会　資料 5）2011.6.23, p.13. <http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000001ggjf-att/2r9852000001ggo9.pdf>
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その他
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○ 正規の職員・従業員は近年減少傾向。
○ 2010 年において、非正規の職員・従業員割合は、比較可能な 2002 年以降で最高の水準。
○ 2010 年において、派遣労働者は前年に比べ 12 万人減少。

（資料出所）2000 年までは総務省「労働力調査（特別調査）」（2月調査）、2005 年以降は総務省「労働力調査（詳細集計）」（年平均）による。
注）雇用形態の区分は、勤め先での「呼称」によるもの。
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75.0%、「運輸・清掃・包装等の仕事」では72.8%と、
これらの職種では 7割を超えて正社員以外の労
働者が占めている。
　現在の就業形態を選んだ理由については、
パートタイム労働者では「自分の都合のよい時
間に働けるから」が 50.2%、「家計の補助、学
資等を得たいから」が 39.6%、「家庭の事情（家
事・育児・介護等）や他の活動（趣味・学習等）
と両立しやすいから」が 30.9%、派遣労働者で
は「正社員として働ける会社がなかったから」
が 44.9%、契約社員では「専門的な資格・技術
を活かせるから」が 41.0%、「正社員として働け
る会社がなかったから」が 34.4% となっている。
　年齢別に非正規労働者の状況をみると、すべ

ての年齢層において増加傾向にあるが、特に
1990 年代半ばから 2000 年代初めにかけて 15 ～
24 歳層の増加が著しい。この時期は「就職氷河
期」と呼ばれた時期であり、正規労働者として
の就職が困難な時期であったことから、非正規
労働者として就職せざるを得なかったというこ
とも反映していると考えられる（3）。（図 3）
　また、昨今では高齢化の進展により、定年退
職後に嘱託社員などとして勤める高齢者が増加
しており、高齢層の非正規労働者も増加してい
る。
　この他に非正規労働者が増えている要因とし
ては以下のようなことが考えられる。（4）

・1990 年以降景気が回復する局面においても長

（3）　阿部正浩「非正規社員の構造変化とその政策対応」総合研究開発機構『就職氷河期世代のきわどさ―高まる雇用リ
スクにどう対応すべきか』（NIRA 研究報告書）2008. <http://www.nira.or.jp/pdf/0801abe.pdf>

（4）　鶴光太郎ほか編著『労働市場制度改革―日本の働き方をいかに変えるか』日本評論社 , 2009, p.3; 鶴光太郎ほか編著
『非正規雇用改革―日本の働き方をいかに変えるか』日本評論社 , 2011, pp.63-91; 阿部　同上

図 3　非正規労働者の推移（年齢別）

（出典）厚生労働省「非正規労働者データ資料　2-4　正規労働者と非正規労働者の推移（年齢別）」（第 1回非正規雇用のビジョン
に関する懇談会　資料 5）2011.6.23, p.15. 

○非正規労働者の割合は、すべての年齢層において上昇傾向。
○特に 15 ～ 24 歳層において、1990 年代半ばから 2000 年代初めにかけて大きく上昇。
（なお、2000 年代半ば以降においては、若干の低下。）
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1990 年 2 月 1995 年 2 月 2000 年 2 月 2005 年 2010 年

（資料出所）総務省「労働力調査（特別調査）」（2 月調査）及び総務省「労働力調査（詳細結果）」（年平均）
注）非農林雇用者（役員を除く）に占める非正規労働者の割合。なお、15 ～ 24 歳層では在学中の者を除いた。
非正規労働者：会社での呼称が「パート・アルバイト」「労働者派遣事業所の派遣社員」「契約社員・嘱託」「その他」である者。
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（5）　「平成 21 年有期労働契約に関する実態調査」…いわゆる正社員に代わって、パートタイム労働者、派遣労働者、契
約社員等多様な形態で働くいわゆる非正規社員が増加している。これらのいわゆる非正規社員の多くにあてはまる有
期契約労働者については、労働基準法の一部を改正する法律（平成 15 年法律第 104 号）附則第 3条に基づき契約期間（現
行は原則 3 年、特例 5 年）について検討することとされていることなどから有期契約労働者の雇用・就業の実態、契
約更新と雇止めの状況等、有期契約労働に関する実態の総合的な把握・分析を行うこととし、有期労働契約にかかる
施策の立案に資することを目的に実施。調査対象としては、日本標準産業分類に基づく 16 大産業に属し、常用労働者
を 5 人以上雇用している民間事業所のうちから無作為により抽出した事業所。厚生労働省『平成 21 年有期労働契約に
関する実態調査（事業所調査）報告書』2009.9. <http://www.mhlw.go.jp/shingi/2009/09/dl/s0930-10c-0001.pdf>

期安定的な景気回復の見通しがつかないことか
ら正規労働者の採用を控え景気変動に応じて雇
用量の調整が容易な非正規労働者の採用に移行
したこと
・国際分業や IT 技術の普及による分業化の促
進により非正規労働者でも対応できる業務分野
が増えてきていること
・グローバル化の中にあって、競争の激化に対
応するため、企業が人件費の安い非正規労働者
の採用を増やしていること
・産業構造が 2次産業主体の構造から 3次産業
主体の構造へ移行するにつれ、需要が季節によ
り、あるいは日々の中でも大きく異なることか
ら、需要に合わせた働き方が求められるように
なってきていること
・女性が多く働いている医療・福祉分野での雇
用量が増えてきたことにより、また、世帯主の
所得が減少する中、家計を補うために、女性の
労働参加が促進されてきたこと。そして、特に
有配偶者にあっては、働くに当たってパートを
選択する者が多いことから、非正規労働者の増
加につながっていると考えられること
・自分の都合の良い時間に働くことを希望する
者や正規労働者の長時間勤務を嫌い短時間勤務
を希望する者など働く側の意識も自分の都合や
考え方（ライフスタイル）にあった働き方を求
める人々が多くなってきたこと
・労働者派遣法改正に見られるように規制の緩
和が非正規労働者の増加の後押しをした面があ
ると考えられること
　など一つの要因によるのではなく、上記のよ
うな複合的な要因により非正規労働者が増加し

てきていると考えられる。

Ⅲ　非正規労働者の現状

1　有期契約労働者

　非正規労働者には雇用期間の定めのある者と
雇用期間の定めのない者がいる。このうち、非
正規労働者の多くを占めている雇用期間の定め
のある者は、雇用契約の終了をもって雇用の安
定が損なわれるリスクが常にある。
　厚生労働省では、雇用契約に期間の定めのあ
る労働者（以下「有期契約労働者」という。）を「常
用労働者のうち、3 か月、1 年など期間を定め
た契約（1か月を超える期間を定めたものに限る）
で雇用されている者。ただし、日々又は 1か月
未満の期間を定め雇用されている者で、調査日
前 2か月のいずれかまたは両月に 18 日未満し
か雇用されていなかった者は除く。また、派遣
元事業所においては、他の事業所へ派遣して
いる有期契約の派遣労働者を含む。」と定めて、
その実態調査を行っている。「平成 21 年有期労
働契約に関する実態調査（事業所調査）」（以下「有
期労働調査」という。）（5）により、有期契約労働者
の現状をみると、以下の通りである。
　有期契約労働者を雇用している事業所の割合
は、35.9% となっていて、企業規模が大きいほ
ど有期契約労働者を雇用している事業所の割合
が高くなっている。
　有期契約労働者を雇用している理由（複数回
答）としては、「業務量の中長期的な変動に対
応するため」が 38.9% と最も多く、次いで「人
件費（賃金、福利厚生等）を低く抑えるため」が
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37.7%、「業務量の急激な変動に際して雇用調整
ができるようにするため」が 24.3%、「経験等を
有する高齢者の活用」が 22.1% となっている。
　有期契約労働者割合の傾向をみると「増えて
いる」が 41.6%、「増えていない」が 56.7% となっ
ている。増えているとした事業所は「事業活動
の波に応じた雇用調整を円滑に行う必要性が高
まっているから」が40.9%で最も多く、次いで「人
件費の削減のために、正社員の数を抑制してい
るから」が 37.2% となっている。
　有期契約労働者の割合は常用労働者（6）の
22.2%（7）で、有期契約労働者のうち、正社員よ
りも軽易な職務に従事している者が 54.4% で最
も多く、次いで正社員と同様の職務に従事して
いる者が 28.3% となっている。正社員よりも軽
易な職務に従事している有期契約労働者の業務
内容については「恒常的な業務」が 87.3% と最
も多く、「繁忙期における一時的な業務」は 5.9%
となっている。
　有期契約労働者の性別割合は、男性が 33.2%、
女性が 66.8% となっている。また、有期契約労
働者のうち占める割合が最も大きいのはパート
タイム労働者で、その割合は 57.4% となってい
る。
　前記の労働力調査によると、非正規の職員・
従業員のうちの 1年超の雇用契約又は期間の定
めのない雇用契約で雇われている「常雇」は
991 万人で 14 年からの 8年間で 298 万人増加し
ており、その占める割合は 57.3% となっている。
これを雇用形態別に「常雇」の占める割合をみ
ると契約社員・嘱託では 64.6%、パートタイマー
では 61.5%、労働者派遣事業所の派遣社員では
56.3%、アルバイトでは 38.8% を「常雇」が占
めている。一方、1年以内の契約期間で雇われ

ている非正規の職員・従業員は 739 万人で平成
14 年以降おおむね横ばいで推移している。この
ように近年では「常雇」の非正規の職員・従業
員が多くなってきている。

2　雇用期間

　我が国では、労働契約の期間に関しては、1
回の契約期間の上限を原則3年（例外5年（高齢者、
専門的知識を有する者等））と定めており、当事
者間で合意すれば、この範囲内であれば契約期
間を自由に設定することができる。また、有期
労働契約の更新回数についての制限がなく、有
期労働契約の契約期間満了の際には当事者の合
意により有期労働契約を更新することが可能に
なっている。
　有期契約労働者の 1回当たりの契約期間は、
「6ヶ月超～ 1年以内」が 54.2% と最も多く、次
いで「3ヶ月超～ 6ヶ月以内」が 19.6% となっ
ている。契約更新回数は「3 ～ 5 回」が 39.5%
と最も多く、次いで「6～ 10 回」が 21.9%、「11
回以上」が 14.7% となっている。その結果、実
際の勤続年数は「1 年超～ 3 年以内」が 28.7%
で最も多く、「3年超～ 5年以内」が 28.1%、「5
年超～ 10 年以内」が 22.3%、「10 年超」が 9.1%
となっている。
　更新回数の上限の有無については「設けてい
る」企業が 9.7% で、その上限回数は「3～ 5回」
が 64.7% と最も多く、「2回」が 13.5% となって
いる。
　また、勤続年数の上限の有無については「設
けている」が 8.5% で、その上限年数は「3年か
ら 5年以内」が 55.6% と最も多く、「6か月超～
1年以内」16.4%、「1年超～ 3年以内」が 14.4%
となっている。

（6）　「有期労働調査」では、常用労働者を①期間を定めずに、または 1 か月を超える期間を定めて雇用されている者②日々
又は 1 か月以内の期間を定めて雇用されている者で、調査日 2 か月前のそれぞれ 18 日以上雇われた者③取締役、理事
などの役員であって常時勤務して、一般の労働者と同じ給与規則又は同じ基準で毎月の給与の支払いを受けている者、
事業主の家族であって、その事業所に常時勤務して給与の支払いを受けている者又はパートタイム労働者であっても、
①又は②のいずれかに該当する者と定めている。

（7）　この数字を用いて平成 21 年における有期契約労働者数を推計すると約 1200 万人となる。
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（8）　鶴ほか編著『非正規雇用改革』　前掲注（4）, p.5.

　90 年代半ば以降の景気後退局面では、正規労
働者が減少する一方、非正規労働者は増加して
いた。しかし、リーマン・ショック後の景気後
退期においては、正規労働者、非正規労働者と
もに減少し、特に、非正規労働者の減少幅が大
きかった。近年、非正規労働者の増加とともに
会社都合による離職者のうち非正規労働者の占
める割合が高まる傾向にあるうえ、今回の景気
後退に際しては、雇用を維持する場合の支援策
である雇用調整助成金が過去に例を見ない規模
で発動されたことにより、正規労働者の希望退
職等が抑制され（8）、その分、雇用調整が非正規
労働者、特に雇用期間の短い非正規労働者を対
象に「派遣労働者の削減」や「臨時・季節、パー
トタイム労働者の再契約停止・解雇」により実
施された。（図 4）

3　正規労働者への移行

　就業形態調査によると、現在の就業形態を選
んだ理由のうち、「正社員として働ける会社が
なかったから」が派遣労働者では 44.9%、契約
社員では 34.4% となっている。今後の就業に対
する希望を就業形態別にみると「現在の就業形
態を続けたい」が嘱託社員では 83.1%、出向社
員では 78.5%、パートタイム労働者では 78.1%
と高い割合になっているが、「他の就業形態に
変わりたい」は、派遣労働者では 57.8%、契約
社員では 52.7% と高い割合となっている。そし
て、希望する就業形態としては「正社員に変わ
りたい」がそれぞれ 50.9%、49.2%、「他の正社
員以外の就業形態に変わりたい」がそれぞれ
6.9%、3.5% となっている。
　「非正規労働者から正規労働者に変わった人
を見ると、男性ではそのうちの 65% が、女性

図 4　雇用調整の実施方法別事業所割合の推移

（出典）厚生労働省「非正規労働者データ資料　4-14　雇用調整の実施方法別事業者割合の推移」（第 1回非正規雇用のビジョンに
関する懇談会　資料 5）2011.6.23, p.53.

○企業の雇用調整の方法として、今次の景気後退期では「派遣労働者の削減」及び「臨時・季節、パートタイム労
働者の再契約停止・解雇」の割合が高い。

臨時・季節、ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ労働者の
再契約停止・解雇

希望退職者の
募集解雇

派遣労働者の削減

（資料出所）厚生労働省「労働経済動向調査」
（注）１．事業所の割合は、不明を除いた事業所数に対応する比率

２．シャドーは景気後退期を示す。
３．「派遣労働者の削減」は 2007 年第 4四半期から集計。
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（9）　鶴ほか編著『労働市場制度改革』　前掲注（4）, p.293.

では 61% が同一企業内において転換した人で
占められており、外部労働市場を通じ、転職に
よって正社員になった人は少ない。」（9）との指
摘を踏まえると正社員転換制度の有無が重要と
なる。
　正社員転換制度に関して前記有期労働調査に
よると、「制度がある」が 46.5%、「制度がない」
が 50.4% となっている。正社員転換制度がある
場合について、その転換実績をみると、「転換
実績がある程度ある」が 52.2%、「転換実績は少
ない」が 31.2%、「転換実績はない」が 15.9% と
なっている。
　また、派遣労働者に関しては、厚生労働省
「平成 20 年派遣労働者実態調査」によると派遣
労働者の将来の働き方に関する希望は、「常用
雇用型の派遣社員として、今の派遣先で働き続
けたい」、「派遣社員ではなく正社員として、今
の派遣先事業所で働き続けたい」がそれぞれ

23.3% となっている。派遣労働者を正社員に採
用する制度がある事業所の割合は 12.7% で、こ
のうち「派遣労働者を正社員に採用したことが
ある」は 4.8% となっている。

4　非正規労働者の待遇

　有期契約労働者の賃金や労働実態等に関し
て、有期労働調査によると、正社員と比較した
基本給の水準は「6 割以上 8 割未満」が 31.8%
で最も多く、「8割以上 10 割未満」が 24.7%、「4
割以上 6割未満」が 16.9% となっている。また、
昇給の有無については、「昇給することがある」
が 18.1% となっている。
　退職金、賞与の有無については「退職金があ
る」は 12.6%、「賞与がある」は 45.6% となって
いる。そして、退職金がある場合について、正
社員と比較した退職金の水準をみると、「同額
程度」が 29.9% と最も多く、次いで「2割未満」

図 5　雇用形態別年間所得の分布

（出典）厚生労働省「非正規労働者データ資料　4-4　雇用形態別年間所得の分布」（第 1回非正規雇用のビジョンに関する懇談会　
資料 5）2011.6.23, p.43.

○非正規労働者は、正規労働者よりも年間所得の分布のピークが低い位置にあり、特にパート・アルバイトの約９
割は年間所得 200 万円未満となっている。

パート・アルバイト
200 万円のライン

派遣労働者

正規労働者

契約社員・嘱託
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（資料出所）総務省「就業構造基本調査」（2007）
注）全労働者を対象としている。所得については、本業から通常得ている年間所得（税込み額）をいう。過去１年間に仕事を変えた者や新たに仕事に就
いた者については、新たに仕事に就いたときから現在までの収入を基に、１年間働いた場合の収入額の見積りによる。
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（10）　「平成 22 年度能力開発基本調査」…我が国の企業、事業所及び労働者の能力開発の実態を正社員・非正社員別に明
らかにし、職業能力開発行政に資することを目的に日本国全域における日本標準産業分類（平成 19 年 11 月改定）に
よる 15 大産業に属する 30 人以上の常用労働者を雇用する企業から一定の方法により抽出した企業等を対象に実施さ
れる。なお、本調査における常用労働者は、期間を定めずに、又は 1 か月を超える期間を定めて雇われている者。あ
るいは、臨時又は日雇い労働者で、調査日前の 2 か月の各月にそれぞれ 18 日以上雇われた者。どちらかに該当する労
働者である。

（11）　正社員…常用労働者のうち、雇用期間の定めのない者であって、パートタイム労働者などを除いた社員をいう。
（12）　正社員以外…常用労働者のうち、「嘱託」、「契約社員」、「パートタイム労働者」又はそれに近い名称で呼ばれてい
る人などをいう。なお、派遣労働者及び請負労働者は含まない。

が 24.6% となっている。
　残業の有無に関しては、有期契約労働者の
62.5% が残業しており、最も割合が高い職務タ
イプは正社員同様の職務を実施している者で
68.2% となっている。
　異動・転勤の有無については「異動・転勤す
ることがある」が 21.1% となっている。
　厚生労働省「平成22年賃金構造基本統計調査」
によると雇用形態別の賃金は正社員・正職員が
311 万円に対して正社員・正職員以外（「常用労
働者」のうち「短時間労働者」以外の者で比較）で
は 198 万円となっている。また賃金カーブにつ
いては、正社員・正職員の場合、近年上昇カー
ブが以前に比べると緩やかになってはきている
ものの、年齢とともに 50 歳代までは上昇して
いるが、正社員・正職員以外の場合、年齢によ
る上昇は少なくよりフラットになっている。そ
の結果、非正規労働者の給与はほぼすべての世
代で正社員の給与を下回っている。

5　非正規労働者の教育訓練機会

　厚生労働省「平成22年度能力開発基本調査」（10）

によると、正社員（11）に対して、平成 21 年度に
計画的なOJT（日常業務に就きながら行われる教
育訓練）を実施した事業所の割合は 57.8% となっ
ている一方、正社員以外に対して計画的なOJT
を実施した事業所は 27.7% と正社員に比べると
低い水準にとどまっている。正社員以外に対す
る計画的OJT を実施した事業所を業種別にみ
ると、金融業、保険業（46.6%）、医療、福祉（42.7%）、
宿泊業、飲食サービス業（40.8%）で高く、建設

業（12.2%）、情報通信業（13.9%）などで低くなっ
ている。また、企業規模が小さいほど、総じて
実施率が低くなっている。
　正社員に対して、平成 21 年度にOFF-JT（業
務命令に基づき、通常の仕事を一時的に離れて行う

教育訓練）を実施した事業所の割合は 67.1% と
なっている一方、正社員以外（12）に対してOFF-
JT を実施した事業所の割合は 31.4% と正社員
に比べ低い水準にとどまっている。正社員以外
に対して OFF-JT を実施した事業所を業種別
にみると、金融業、保険業（56.5%）、医療、福
祉（55.6%）、教育、学習支援業（51.5%）で高く、
情報通信業（18.1%）、製造業（24.3%）などで低
くなっている。また、企業規模が小さくなるほ
ど総じて実施率が低くなっている。
　また、平成 21 年度に OFF-JT を受けた者
の割合は、正社員で 41.5%、正社員以外では
19.0% となっており、正社員と正社員以外の受
講率の差が大きかったのは電気・ガス・熱供給・
水道業、情報通信業、製造業である。
　正社員の自己啓発に対して「支援を行ってい
る」事業所の割合は 62.2% である一方、正社員
以外の自己啓発に対して、「支援を行っている」
事業所の割合は 38.0% にとどまっている。
　有期契約労働者の教育訓練機会に関しては、
有期労働調査によると、「全般的に正社員と
ほぼ同じ教育訓練機会が与えられている」が
28.3%、「教育訓練機会は正社員に比較してすく
ないが、業務に必要な教育訓練機会は正社員と
ほぼ同じ」が 26.6%、「全般的に教育訓練機会は
正社員に比べ少ない」が 19.7%、「教育訓練機会
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はほとんどない」が 17.0% となっている。

Ⅳ　非正規労働が抱える課題

1　雇用の安定

　戦後、我が国は 2次産業を主体に高度成長を
達成していったが、企業は、高度成長期におけ
る労働力不足に対応するため、学卒者を一括採
用し、企業内で教育訓練を行い、労働者に雇用
の安定を保障するとともに、労働者を企業内に
囲い込むため年功的賃金制度等を導入していっ
た。この結果、企業に直接雇用され、期間の定
めのない雇用契約で、フルタイムで働く正規労
働者が多くを占めるに至った。
　こうした状況下、戦後の雇用対策は労働者個
人を対象とするというよりも公共事業や雇用調
整助成金にみられるように、需要を創出するこ
とや企業による雇用の維持を後押しすることに
主眼が置かれてきた。また、セーフティーネッ
トとしての雇用保険や社会保険はこれら正規労
働者を念頭に制度化され、家計の補助や学費等
を得ることを目的とする非正規労働者の雇用リ
スクは家計を主に維持している者や家族がカ
バーし、雇用保険や社会保険は多くの非正規労
働者をその対象とはしてこなかった。
　産業のサービス化、経済のグローバル化、働
く者の意識の多様化、そして、景気の先行きの
見通しのつかない状況下、非正規の労働者が増
えていった。その結果、非正規労働者の中には
家計を主に担う者も存在するようになってきた
中、経済変動や生産量の変動に対応した雇用量
の調整の機能を非正規労働者が担わされるよう
になり、非正規労働者の雇用の安定が重要な課
題となってきた。現在、規制の強化により非正
規労働者の雇用の安定を確保しようとの動きが
ある。
　こうした動きの一つに労働者派遣に関するも
のがある。これに関しては、「常時雇用される

労働者以外の労働者派遣や製造業への労働者派
遣を原則禁止するなど労働者派遣事業にかかる
制度の抜本的な見直しを行う」ことを内容とす
る労働者派遣法の一部改正案が、平成 23 年第
179 回国会で衆議院において継続審議となって
いる。
　このほか、政府部内では「期間の定めのある
労働契約」に関する検討がなされており、平成
23 年 8 月に労働政策審議会労働条件分科会から
「有期労働契約に関する議論の中間的な整理に
ついて」（巻末表参照）が公表されている。
　ここでの論点の主なものとしては
　①現在、労働基準法（昭和 22 年法律第 49 号）
上労働契約に期限を定めることは上限規制（原
則 3年、例外 5年）の範囲内であれば自由である
が、有期労働契約を締結できる場合を一定の目
的や範囲、例えば、一時的な事業活動の増加や
季節的・一時的な業務等の場合に限定し、それ
以外の場合には期間の定めのない労働契約とみ
なすなど「締結事由の規制」に関するもの
　②有期労働契約に関しての更新回数や利用可
能期間について一定の上限を設けて、例えば、
その上限を超えた場合には期間の定めのない労
働契約を締結したものとみなすなど「更新回数、
利用可能期間に関するルール」に関するもの
　などである。
　上記のうち、労働者派遣制度に関しては、同
制度には、企業と登録者を迅速にマッチングす
る機能や募集や選考、雇用管理を代行する機能、
雇用の創出機能などがあり、登録型の労働者派
遣制度の禁止は、雇用機会の消失を引き起こす
可能性が高いなどの意見（13）がある。
　また、有期労働契約に関しては、同契約の果
たしている機能についての認識に相違がみられ
る。有期労働契約は働く側のニーズ・価値観の
多様化に対応した多様な雇用の場を提供してい
る。あるいは有期労働契約には、トライアル雇
用を経て、正規労働者に移行する実績もあり正

（13）　雇用のあり方に関する研究会「正規・非正規二元論を超えて―雇用問題の残された課題―」2009, p.11.
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規労働者の創出にも繋がっているなどの意見（14）

がある一方、自分の都合やライフスタイルに
合った柔軟な働き方というよりも現実には正規
労働者並みに働く雇用の不安定なものが増加し
ているなどの意見（15）もある。
　有期労働契約の更新回数、利用可能期間に関
しては、イギリス、ドイツ、韓国などでは有期
労働契約の利用可能期間が 4年又は 2年に制限
されていて、これを超える場合には期限のない
労働契約が締結されたものとみなされている
が、更新回数、利用可能期間の上限を設定する
ことは、韓国において雇止めを促進した事例も
あるように、期限前の雇止めを増加させ、かえっ
て雇用を縮小させる懸念があるなどの議論（16）

がなされている。
　有期契約労働者は正規労働者に対する雇用保
障が強ければ強いほど増加するとの指摘（17）も
あり、比較的正規労働者への雇用保障が強いと
される我が国においては、非正規労働者の雇用
の安定等の問題を議論するに当たっては正規労
働者に対する雇用保障の在り方を含め雇用制度
全体を見据えた議論が必要になってくる。

2　待遇の格差

　賃金等の待遇に関しては、パートタイム労働
法で、すべてのパートタイム労働者について、
多様な就業実態に応じて正社員との均衡のとれ
た待遇の確保に努めることを事業者に義務付
け、特に正社員と同視すべきパートタイム労働
者に対しては、差別的取扱いを禁止している。
　しかし、非正規労働者の中には、正規労働者
並みに働く者がいるばかりでなく、責任等の点

でも正規労働者並みの者がいるなど正規労働者
となんら異なるところのない勤務実態であるに
もかかわらず賃金等の格差が生じていると考え
られ、雇用形態間に生じている格差を是正する
均等・均衡待遇への対応が求められている。
　今後の検討に当たって、非正規労働者の待遇
をどのような考え方に基づいて対応することが
望ましいかという点に関して、水町勇一郎東京
大学教授は「正規労働者と非正規労働者間の待
遇格差問題をめぐる今後の政策的な選択肢とし
て、①同一キャリア同一待遇原則、②同一労働
同一待遇原則、③合理的理由のない不利益取扱
いの禁止原則という 3つをあげている。このう
ち、①の「同一キャリア」や②の「同一労働」
の原則をとるとそれ以外の多様な人事雇用シス
テムに適合的でなくなり、キャリアや職務内容
に直結しないさまざまな給付（通勤手当、社員食
堂、健康診断など）に対応できないという問題が
生じる。法律上同一労働同一待遇原則を定めて
いるフランスやドイツでは、これらの問題を克
服するために、実際上は客観的（合理的）理由
のない不利益取扱い禁止原則に沿った運用がな
されている。日本でも人事制度（賃金制度）の
多様化・複線化や労働者への給付の多様さ・広
範さが想定されるなか、広く合理的理由のない
不利益取扱い禁止原則をとり、その「合理的理
由」の判断のなかに個別の実態の多様性を取り
込んだ対応をすることが、理論的にも実際上も
妥当と考える」（18）としている。
　合理的でない待遇上の格差があるということ
は、本来負担しなければならないコストを雇用
者が負担していないということであり、非正規

（14）　厚生労働省労働政策審議会労働条件分科会「有期労働契約に関する議論の中間的な整理について」2011.8.3. 
<http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000001l5xw-att/2r9852000001l623.pdf>

（15）　鶴ほか編著『労働市場制度改革』　前掲注（4）, p.286.
（16）　厚生労働省「有期労働契約研究会　報告書」2010.9.10. <http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000000q2tz-
img/2r9852000000qaxy.pdf>

（17）　大嶋寧子「非典型雇用の拡大と労働生産性―諸外国の経験に見る日本の検証課題―」『みずほ総研論集』2009 年Ⅱ号 , 
2009.5, pp.1-36.

（18）　鶴ほか編著『非正規雇用改革』　前掲注（4）, p.295.
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労働者を雇いコストを削減するインセンティブ
を生じさせ、正規労働者が必要以上に非正規労
働者に置き換わるということになる。非正規労
働者の待遇改善は正規労働者に関わる問題でも
ある。

3　教育訓練機会の確保

　人口減少社会に突入し、経済成長が低下する
ことが懸念されている我が国においては、労働
生産性を上げるための教育訓練が今まで以上に
重要となってきている。しかし、非正規労働者
が増大し、これら労働者への教育訓練機会が低
調な状況にあることは人的資本形成にマイナス
の影響を与え、生産性に悪影響を与えることが
懸念されている。
　特に、新規学卒者が正規社員として就職でき
ず非正規労働者になった場合、若年層の一番吸
収力の高い時期に教育訓練の機会がなく充分な
キャリア形成ができないことは、その後長期に
わたり非正規の状況を継続させることになった
り、失業に陥る確率を高めることにもなり、将
来的に社会保障の被扶養者になる確率を高める
こととなる。
　企業経営の側面から見ても、「有期雇用の活
用でさまざまなコストは低下させることはでき
ても、企業内における人的資本の蓄積や労働者
のインセンティブが低下してしまえば、長期的
にみれば必ずしも企業の利益拡大につながらな
い。企業は目先の利益を追うばかりでなく、有
期雇用活用によるマイナスの影響も考慮に入れ
た企業経営を行うことが重要になる。」（19）との
指摘もある。

Ⅴ　まとめ

　技術の陳腐化が以前より早まり、技術の開発
スピードを速めなければならないような時代に

あっては、その開発要員を企業内だけで確保す
ることは困難であり、必然的に外部労働市場か
ら確保せざるを得ない。今後そのための外部労
働市場の整備が必要になってくるが、そのとき
労働者の雇用リスクは誰が負うのか。あるいは、
今まで企業が担ってきた能力開発については誰
が担っていくのか。個人かあるいは社会なのか。
さらに公正な待遇上の格差はどの程度なら妥当
なのか。今後検討していく必要がある。
　検討に当たっては、若年労働者から高年齢労
働者に至るまでの様々な働き手が様々な雇用形
態で働いている多様な非正規労働の実態を念頭
に置き、能力開発にしても若年層と高年齢層と
では異なった対応が求められ、一律であっては
ならないと考える。
　また、労働市場でアウトサイダーの立場にあ
る新卒者は、正規雇用の労働者の解雇規制が強
いほどその影響を強く受けるとの指摘（20）や有
期契約労働者は正規労働者に対する雇用保障が
強ければ強いほど増加するとの指摘もあり、非
正規労働者の雇用の安定や待遇については雇用
制度全体を見据えての議論が必要になる。
　雇用の安定ということが社会の安定にとり、
極めて重要な事柄である。特に社会に出たばか
りの若い人が自分の意に反し非正規労働者とし
て働かざるを得ない状況を多く生み出すような
社会においては、将来、教育訓練機会の減少が
低賃金労働者と高賃金労働者という二極化を促
進し、社会全体の安定にとって負の要因となる
おそれがあるばかりでなく、人口減少社会に突
入し、人材育成を通して、さらなる生産性の向
上を図らなくてはならない我が国にあって、ぜ
ひとも避けねばならないことと考える。

（つかはら　ただし・専門調査員）

（19）　同上 , p.26.
（20）　伊藤元重「長期的視点での雇用政策を」『NIRA 政策レビュー』No.46, 2010.3, pp.1-3. 

ﾚﾌｧﾚﾝｽ_01　734_非正規労働の現状と課題　3校.indd   18ﾚﾌｧﾚﾝｽ_01　734_非正規労働の現状と課題　3校.indd   18 2012/03/07   22:14:222012/03/07   22:14:22



非正規労働の現状と課題

レファレンス　2012.3　 19

巻末表　有期労働契約に関する議論の論点整理
論点 労働者側 使用者側

有期労働契約の機能
・有期労働契約は契約期間のある労働契約
で契約満了時、契約が終了する場合もあれ
ば更新することもある。
・反復更新等の場合解雇権乱用法理が類推
適用
・正社員等への転換

有期労働契約は、雇用の安定性、労働条件
の確保、キャリア形成が困難等の問題を抱
えた雇用形態。

・労働市場において有期労働契約が果たす
雇用維持、創出等の役割を重視すべき
・有期労働契約で働き、職業訓練を行った
後、正社員として採用された実績も多く、
正社員採用拡大の役割を果たしている

有期契約労働者は近年増加傾向
・一時的・臨時的でない仕事について有期
労働契約の反復更新で対応している例も見
受けられる

・近年、若年層や家計の担い手である者が
有期労働契約で働くことが増加
・必要性がないにもかかわらず、有期労働
契約を反復更新するのは、企業が契約を打
ち切るフリーハンドを確保するとともに、
処遇格差を正当化するためではないか

有期労働契約選択理由
・正社員としての働き口がなかった
・仕事の内容、責任の程度が自分の希望に
合っていた
・勤務時間、日数が短く、自分の希望に合っ
ていた

有期労働契約を選択した労働者は、労働時
間など働き方の柔軟性を選択しているので
あって、有期労働を選択したものばかりで
はない

・有期労働契約は、定年後の再雇用、職場
復帰等働く側のニーズ・価値観が多様化す
る中で多様な雇用の場を確保する機能を果
たしている

有期労働契約への不満
・雇用の不安定
・賃金水準の低さ
・教育訓練機会の不足

・事業主の７割は雇止めの経験がなく、結
果として多くの有期契約労働者の雇用の安
定は確保されている

有期労働契約の雇用調整機能
・様々な労働需要を現実の雇用に結びつけ
る
・経済変動に際し、労働市場全体の雇用量
を調整する役割
・生産変動に際し、個々の企業の雇用量を
調整する役割

・人材を育成し、企業を成長・発展させる
ためにも、期間の定めのない雇用を原則に
おくべき
・長期安定雇用が経済や社会の安定・発展
に果たした役割を踏まえ、期間の定めのな
い雇用を基本にすべき

・会社の存続のためには業務量の変動に対
応するための雇用量の調整は必要
・経済変動に際して、特に中小企業におい
ては、有期契約労働者のみが不安定である
わけではない

有期労働契約の締結事由の制限 合理的理由がある場合に限るべき ・有期労働契約は雇用調整に備えるために
必要であり、締結事由の制限を行う必要は
ない
・締結事由の制限は良好な雇用機会を失わ
せる

更新回数・利用可能期間の上限 ・更新回数や利用可能期間について一定の
上限を設け、上限を超えた場合には期間の
定めのない労働契約に転換するものとすべ
き
・ただし、定年後の再雇用、高度専門職等
一定の者については例外として扱うことは
考え得る

・更新回数や利用可能期間の上限設定は当
初の想定を超えてさらに働いてもらいたい
ケースに対応できないほか、上限手前での
雇止めが増加することは避けられず、雇用
が縮小し、継続的な職業能力開発の機会も
なくなる
・予測可能性は高まるが失業率が上昇する
等労働市場にとって悪影響を及ぼすため、
規制には慎重であるべき

均等・均衡待遇 契約期間の定めを理由として、合理的な理
由のない差別的な取り扱い又は不利益取扱
いは禁止すべき

・合理的理由のない差別的取扱いを禁止す
る旨の規定を設けることについては，誰と
何を比較して差別的取扱いに当たるのか否
か明らかにするのは極めて困難
・有期契約労働者の均等・均衡対遇の問題
は、正社員の待遇のあり方にも関わり、そ
のあり方についても議論が必要

正社員への転換
・正社員への転換による人材活用に取り組
む企業においては、「勤務地限定」、「職種
限定」の期間の定めのない労働契約など、
多様な雇用形態を用意している事例も見受
けられる

・正社員転換の制度があっても実績が少な
い場合もあり、より積極的に取り組む必要
がある
・正社員の概念を多様化することについて
は、中間的な労働者区分を作る必要性を理
解できず、正規と非正規、有期契約労働者
と期間の定めのない雇用の区別を固定化す
るものとなるため疑問がある

・正規・非正規の二者択一ではなく、勤務
地限定などいろいろな契約内容を検討する
のは有意義
・有期労働契約の規制の在り方の議論と表
裏一体の問題として、正社員を含む期間の
定めのない労働契約の雇用保障の在り方、
特に整理解雇等の局面における問題も考慮
し、バランスを考えることが重要

一回の契約期間の上限
・労働契約の期間にはその上限を制限する
ことによって、主として人身拘束の弊害か
ら労働者を保護する機能と契約期間中の雇
用を保証する機能がある

雇用の原則は、期間の定めのない直接雇用
を基本とすべきであり、原則に対する例外
としての有期労働契約は、1回の契約期間
の上限は、現在よりも短くすべき

より長期の契約期間を定められるようにす
ることは、雇用の安定にも資するものであ
り、契約の当事者双方にとってメリットで
はないか

（出典）厚生労働省労働政策審議会労働条件分科会「有期労働契約に関する議論の中間的な整理について」2011.8.3. <http://www.
mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000001l5xw-att/2r9852000001l623.pdf> を基に筆者作成。  

ﾚﾌｧﾚﾝｽ_01　734_非正規労働の現状と課題　3校.indd   19ﾚﾌｧﾚﾝｽ_01　734_非正規労働の現状と課題　3校.indd   19 2012/03/07   22:14:222012/03/07   22:14:22



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20120313092037
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     1260
     407
    
     None
     Right
     12.7559
     0.0000
            
                
         Both
         231
         AllDoc
         245
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     85.0394
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     15
     14
     15
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /@JustEditMark
    /A1MinchoStd-Bold
    /AcadEref
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AdobeFangsongStd-Regular
    /AdobeHeitiStd-Regular
    /AdobeKaitiStd-Regular
    /AdobeMingStd-Light
    /AdobeMyungjoStd-Medium
    /AdobeSongStd-Light
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AharoniBold
    /AIGDT
    /AkashiStd-Light
    /AmdtSymbols
    /AMGDT
    /AndaleMonoIPA
    /AngsanaNew
    /AngsanaNew-Bold
    /AngsanaNew-BoldItalic
    /AngsanaNew-Italic
    /AngsanaUPC
    /AngsanaUPC-Bold
    /AngsanaUPC-BoldItalic
    /AngsanaUPC-Italic
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /BankGothicBT-Light
    /BankGothicBT-Medium
    /Batang
    /BatangChe
    /BellGothicStd-Black
    /BellGothicStd-Bold
    /BirchStd
    /BlackoakStd
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BrowalliaNew
    /BrowalliaNew-Bold
    /BrowalliaNew-BoldItalic
    /BrowalliaNew-Italic
    /BrowalliaUPC
    /BrowalliaUPC-Bold
    /BrowalliaUPC-BoldItalic
    /BrowalliaUPC-Italic
    /BrushScriptStd
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyleBold
    /CenturyOldstyle-Bold
    /CenturyOldstyleItalic
    /CenturyOldstyle-Italic
    /CenturyOldstyleRoman
    /CenturyOldstyle-Roman
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-Regular
    /CharlemagneStd-Bold
    /CityBlueprint
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CommercialPiBT-Regular
    /CommercialScriptBT-Regular
    /Complex
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CordiaNew
    /CordiaNew-Bold
    /CordiaNew-BoldItalic
    /CordiaNew-Italic
    /CordiaUPC
    /CordiaUPC-Bold
    /CordiaUPC-BoldItalic
    /CordiaUPC-Italic
    /CountryBlueprint
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /David-Bold
    /David-Reg
    /DavidTransparent
    /DFGothic-EB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WING-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFKinBunStd-W3
    /DFMinchoPStd-W3
    /DFMinchoPStd-W5
    /DFMinchoStd-W12
    /DFMinchoStd-W14
    /DHGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DHHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DHPGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DilleniaUPC
    /DilleniaUPCBold
    /DilleniaUPCBoldItalic
    /DilleniaUPCItalic
    /Dotum
    /DotumChe
    /Dutch801BT-Bold
    /Dutch801BT-BoldItalic
    /Dutch801BT-ExtraBold
    /Dutch801BT-Italic
    /Dutch801BT-Roman
    /EccentricStd
    /EmbassyJS
    /EstrangeloEdessa
    /EucrosiaUPC
    /EucrosiaUPCBold
    /EucrosiaUPCBoldItalic
    /EucrosiaUPCItalic
    /EuroRoman
    /EuroRomanOblique
    /FixedMiriamTransparent
    /FolkPro-Bold
    /FolkPro-Heavy
    /FolkPro-Medium
    /FolkPro-Regular
    /FrakturJS
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FrankRuehl
    /FreesiaUPC
    /FreesiaUPCBold
    /FreesiaUPCBoldItalic
    /FreesiaUPCItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /Futura-Bold
    /Futura-Book
    /Futura-BookItalic
    /Futura-Heavy
    /Futura-Light
    /Futura-Medium
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /GDT
    /GENISO
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GiddyupStd
    /Gothic720-BoldB
    /Gothic720-ItalicB
    /Gothic720-RomanB
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicE
    /GothicG
    /GothicI
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-DeBold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Light
    /GothicMB101Pro-Medium
    /GothicMB101Pro-Regular
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /GreekC
    /GreekS
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /HarucraftStd-Heavy
    /HaruGakuStd-Light
    /HGGothicE
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HoboStd
    /Impact
    /IrisUPC
    /IrisUPCBold
    /IrisUPCBoldItalic
    /IrisUPCItalic
    /ISOCP
    /ISOCP2
    /ISOCP3
    /ISOCPEUR
    /ISOCPEURItalic
    /ISOCT
    /ISOCT2
    /ISOCT3
    /ISOCTEUR
    /ISOCTEURItalic
    /Italic
    /ItalicC
    /ItalicT
    /JasmineUPC
    /JasmineUPC-Bold
    /JasmineUPC-BoldItalic
    /JasmineUPC-Italic
    /JominStd-Light
    /JSGothic-Md
    /JSHSMinchoU-W3-WIN-RKSJ-H
    /JSMincho-Lt
    /JSPGothic-Md
    /JSPMincho-Lt
    /JSSGothic-Md
    /JSSMincho-Lt
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /JustEditMark
    /JustHalfMark
    /JustHalfMarkG
    /JustKanaMark
    /JustKanaMarkG
    /JustOubunMark
    /JustOubunMarkG
    /JustUnitMark
    /JustUnitMarkG
    /JustWabunMark
    /JustWabunMarkG
    /KaishoMCBK1Pro-DeBold
    /KakuminPro-Bold
    /KakuminPro-Heavy
    /KakuminPro-Medium
    /KakuminPro-Regular
    /KanteiryuStd-Ultra
    /KantinliuEG-Heavy-SJIS
    /KantinliuEGP-Heavy-SJIS
    /Kartika
    /KochoStd-Heavy
    /KodchiangUPC
    /KodchiangUPC-Bold
    /KodchiangUPC-BoldItalic
    /KodchiangUPC-Italic
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /Latha
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LevenimMT
    /LevenimMTBold
    /LikureiStd-Regular
    /LilyUPC
    /LilyUPCBold
    /LilyUPCBoldItalic
    /LilyUPCItalic
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LucidaConsole
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MaruFoPro-Bold
    /MaruFoPro-Heavy
    /MaruFoPro-Medium
    /MaruFoPro-Regular
    /MesquiteStd
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MidMiMA1Std-Bold
    /MiGoMB1Std-DeBold
    /MingLiU
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /Miriam
    /MiriamFixed
    /MiriamTransparent
    /MNewsGPro-Light
    /MNewsMPro-Light
    /MoariaStd-Bold
    /MoariaStd-Regular
    /Monospace821BT-Bold
    /Monospace821BT-BoldItalic
    /Monospace821BT-Italic
    /Monospace821BT-Roman
    /Monotxt
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MusashiStd-Regular
    /MusaSoStd-Regular
    /MVBoli
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /NachinStd-Regular
    /Narkisim
    /NM-PMiyukiKaisho-W1
    /NM-PMiyukiKaisho-W2
    /NM-PMiyukiKaisho-W3
    /NM-PMiyukiKaisho-W4
    /NM-PMiyukiKaisho-W5
    /NM-PMiyukiKaisho-W6
    /NSimSun
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /OT-NIS-ENK2
    /OutaiKaiStd-Light
    /OvlapblackEG-Heavy-SJIS
    /OvlapblackEGP-Heavy-SJIS
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PanRoman
    /PMingLiU
    /Pop5EG-Heavy-SJIS
    /Pop5EGP-Heavy-SJIS
    /PoplarStd
    /PreMomoStd-Bold
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /Proxy1
    /Proxy2
    /Proxy3
    /Proxy4
    /Proxy5
    /Proxy6
    /Proxy7
    /Proxy8
    /Proxy9
    /Raavi
    /Reisho101Std-Medium
    /ReishoE1Std-Regular
    /Rod
    /RodTransparent
    /RomanC
    /RomanD
    /RomanMinchoEGP-Ultra-SJIS
    /RomanMinchoEG-Ultra-SJIS
    /RomanS
    /RomanT
    /Romantic
    /RomanticBold
    /RomanticItalic
    /RosewoodStd-Regular
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-ExBold
    /RyuminPro-ExHeavy
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /SansSerif
    /SansSerifBold
    /SansSerifBoldOblique
    /SansSerifOblique
    /ScriptC
    /ScriptS
    /SeiKaiCB1Std-Regular
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-DeBold
    /ShinGoPro-ExLight
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinMGoPro-Bold
    /ShinMGoPro-DeBold
    /ShinMGoPro-Heavy
    /ShinMGoPro-Light
    /ShinMGoPro-Medium
    /ShinMGoPro-Regular
    /ShinMGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /Simplex
    /SimSun
    /SimSun-PUA
    /SingeitaiEGP-Ultra-SJIS
    /SingeitaiEG-Ultra-SJIS
    /StencilStd
    /StylusBT
    /SuperFrench
    /Swiss721BT-Black
    /Swiss721BT-BlackCondensed
    /Swiss721BT-BlackCondensedItalic
    /Swiss721BT-BlackExtended
    /Swiss721BT-BlackItalic
    /Swiss721BT-BlackOutline
    /Swiss721BT-Bold
    /Swiss721BT-BoldCondensed
    /Swiss721BT-BoldCondensedItalic
    /Swiss721BT-BoldCondensedOutline
    /Swiss721BT-BoldExtended
    /Swiss721BT-BoldItalic
    /Swiss721BT-BoldOutline
    /Swiss721BT-Italic
    /Swiss721BT-ItalicCondensed
    /Swiss721BT-Light
    /Swiss721BT-LightCondensed
    /Swiss721BT-LightCondensedItalic
    /Swiss721BT-LightExtended
    /Swiss721BT-LightItalic
    /Swiss721BT-Roman
    /Swiss721BT-RomanCondensed
    /Swiss721BT-RomanExtended
    /Syastro
    /Sylfaen
    /Symap
    /Symath
    /SymbolMT
    /Symeteo
    /Symusic
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TakaHandStd-Bold
    /TakaHandStd-DeBold
    /TakaHandStd-Heavy
    /TakaHandStd-Light
    /TakaHandStd-Medium
    /TakeStd-Bold
    /TakeStd-Heavy
    /TakeStd-Light
    /TakeStd-Medium
    /Technic
    /TechnicBold
    /TechnicLite
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /Txt
    /UniversalMath1BT-Regular
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VinetaBT-Regular
    /Vrinda
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


